
放射線科

病院名　（59病院） 医療圏 基幹施設名（８病院） 医療圏 基幹・連携施設名

横浜労災病院 昭和大学横浜市北部病院 横浜 菊名記念病院

昭和大学藤が丘病院 昭和大学藤が丘病院

聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 ⇒ 川崎幸病院 ⇒
横浜旭中央総合病院 神奈川県立がんｾﾝﾀｰ 横浜 神奈川県立こども医療センター

菊名記念病院 横浜市立大学附属病院

汐田総合病院 神奈川県立循環器呼吸器病センター

昭和大学横浜市北部病院 神奈川県立足柄上病院

済生会横浜市東部病院 横浜市立大学附属病院 横浜 横浜市立大学附属市民総合医療センター

済生会横浜市南部病院 神奈川県立こども医療センター

横浜南共済病院 横浜南共済病院

横浜栄共済病院 神奈川県立循環器呼吸器病センター

横浜市立大学附属病院 横浜労災病院

横浜市立みなと赤十字病院 ゆうあいクリニック

横浜市立大学附属市民総合医療センター 横須賀共済病院

横浜中央病院 横須賀市立うわまち病院

けいゆう病院 湘南鎌倉総合病院

横浜医療センター 藤沢市保健医療センター診療所

横浜市立市民病院 小田原市立病院

国際親善総合病院 済生会横浜市南部病院

戸塚共立第1病院 神奈川県立がんセンター

東戸塚記念病院 横浜市立市民病院

聖隷横浜病院 中央診療所

帝京大学医学部附属溝口病院 神奈川県立足柄上病院

聖マリアンナ医科大学病院 横浜市立脳卒中・神経脊椎センター

川崎市立多摩病院 聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学病院 川崎
北部 聖隷横浜病院

新百合ヶ丘総合病院 ゆうあいクリニック

関東労災病院 藤沢市民病院

川崎市立川崎病院 相模原協同病院

医療法人社団こうかん会日本鋼管病院 聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院

川崎協同病院 横浜栄共済病院

川崎市立井田病院 聖マリアンナ医科大学東横病院

日本医科大学武蔵小杉病院 川崎市立多摩病院

川崎幸病院 聖マリアンナ医科大学附属研究所ブレストアンドイメージング先端医療センター附属クリニック

相模原病院 横浜市立みなと赤十字病院

北里大学病院 川崎市立川崎病院 川崎
南部 済生会横浜市東部病院

相模原協同病院 北里大学病院 相模原 渕野辺総合病院

横須賀市立うわまち病院 相模原協同病院

横須賀共済病院 関東労災病院

横須賀市立市民病院 帝京大学医学部附属溝口病院

湘南鎌倉総合病院 横浜医療センター

大船中央病院 相模原病院

藤沢市民病院 関東労災病院

湘南藤沢徳洲会病院 相模野病院

藤沢湘南台病院 湘南鎌倉総合病院 横須賀
・三浦 横浜市立大学附属病院

湘南東部総合病院 湘南藤沢徳洲会病院

茅ヶ崎市立病院 湘南厚木病院

平塚市民病院 東海大学医学部付属病院 湘南
西部 湘南大磯病院

平塚共済病院 平塚市民病院

東海大学医学部付属病院 大船中央病院

伊勢原協同病院 藤沢市民病院

秦野赤十字病院 海老名総合病院

大和市立病院

海老名総合病院

厚木市立病院

東名厚木病院

湘南厚木病院

小田原市立病院

山近記念総合病院

神奈川県立足柄上病院

専門医研修期間（標準３年間）　臨床研修期間（２年間）　

横浜

川崎北部

県央

県西

川崎南部

相模原

横須賀・三
浦

湘南東部

湘南西部

地域実践標準４年（専門研修を希望しない場合は７年間）

医療圏2 医療機関名 病床数 受入希望理由（病院説明事項） キャリア形成に係るメリット（病院説明事項）

1401横浜北部 昭和大学藤が丘病院 584

当院は1975年の開院から40年以上が経過し、耐震化や医療
の高度化に向けて再整備計画をすすめています。再整備にあ
たっては、2018年10月に昭和大学、横浜市、東急電鉄の三者
で「藤が丘駅周辺の新たなまちづくりの推進に関する協定」を
締結し、駅前施設・公園・病院が一体となったまちづくりに取り
組むことになりました。そのような状況下で今後ますます当院
に対する期待が高まることが予想され、その期待に応えるため
にもより多くの優れた医師を養成したいと考えているからです。

当院は大学附属病院としての高度な医療水準を保ちつつ、急性期
医療から難病、リハビリテーションまで様々な疾患を多数診療して
います。そのため多彩な症例を数多く経験することができます。大
学病院でありながらも各診療科間・各部門間の垣根が低く、コミュニ
ケーションがとりやすい環境の中で患者さん中心のチーム医療を実
践しています。

1401横浜北部 済生会横浜市東部病院 562

当院は横浜市東部地域の中核病院です。救命救急センター、
小児救急、参加救急などを行っています。症例数、指導医数も
十分であり、地域枠の医師を育成するのに協力させていただ
きたいと考えております。
当院はすべての診療科を有する病院であり、若い医師の経験
と研修に適すると考えます。
一方で病診連携や地域医療なども学ぶことができると考えま
す。

鶴見区、神奈川区の地域中核病院で、救命救急センター中心に24
時間365日応需のER型救急医療を提供しています。多数の症例を
経験することができ、若い医師の育成ができると考えています。

産　科：年間出産数1,319件と多くの出産を行っています。
小児科：24時間体制の診療を行っています。
外　科：手術件数5,383件と多くの手術を行っています。
麻酔科：手術件数が多く、心臓手術～日帰り手術まで多数症例が
あります。
内　科：プライマリケア、専門内科的疾患、内科救急など多数の症
例を研修できます。
救急科：ER型の救急で、1次～３次救急を行っています。外傷セン
ターも県内で認定されています。

1401横浜北部 菊名記念病院 218

　当院は横浜市方東部に位置する中規模病院で、地域に根ざ
した医療を行っています。神奈川県の地域医療へ直接寄与す
る医師の専門医取得といった要望にも応えたいと考えていま
す。医師にとって有益な仕組みを準備すると共に、多くの症例
を経験できるように体制を整えています。

　当院は、年間約 8,000 台の救急車の搬送を受け入れている横浜
市内でも有数の救急病院である。2010 年には地域医療支援病院
の承認を受け、より一層地域医療に力を入れている。 横浜市北部
医療圏の 2 次救急拠点病院として ER、循環器センター、脳卒中セ
ンターを備え、24時間体制で患者を受け入れ緊急手術にも対応し
ています。

（1）急性期病院で学ぶ救急医療： 当院は救急車搬入件数が年間
8,000台前後、1日の平均は20台前後となっている。急病と外傷の比
率は 7：3 となっており、その症状は軽症から重症までさまざまであ
る。病棟よりも迅速な対応と鑑別診断能力が求められるため、自分
で考えて進めていく力が身に付けられます。
（2）救急での幅広い経験： 長期にわたり継続して救急外来を経験
するため、週1回の救急当番制を行うことで、さまざまな症例を診る
事が出来ます。

1402横浜西部
公立大学法人 横浜市立大学附属
市民総合医療センター

726

1402横浜西部 横浜市立市民病院 650

2020年5月に新病院が開院するにあたり、多くの診療科で医師
の増員を希望しています。また、地域枠の先生は定着率が高
いと伺っており当院で意欲的に勤務していただけることを期待
しています。

当院は横浜市の基幹施設として急性期医療に積極的に取り組むと
ともに、救命救急センター、地域医療支援病院、地域がん診療連携
拠点病院、第一種感染症指定医療機関、国の地域周産期母子医
療センター、そして2019年４月からはがんゲノム医療連携病院に指
定されているなど、日常よく遭遇するcommon diseaseから高度な医
療を必要とする重症患者や難治性疾患まで十分な経験を積むこと
ができます。また各分野の専門医にコンサルテーションができ、直
接の指導を受けることが出来ます。
2020年5月には新病院が開院しますので、やる気のある先生方を
お待ちしています。ぜひ一緒に新病院で頑張りましょう。

1402横浜西部
社会福祉法人親善福祉協会　国
際親善総合病院

287
大学医局に派遣を依頼しているが充足されず欠員が生じてい
るため。
一部直接採用のみの科もあるが不充分。

二次救急病院としてcommon diseaseから緊急手術（外科、脳外科、
循環器、産科、透析等）を要する疾患まで幅広く扱っている。
緩和ケア病棟を有している。地域の医療機関と関係が密。

1402横浜西部 神奈川県立がんセンター 415

1403横浜南部
神奈川県立循環器呼吸器病セン
ター

239

・当センターは、循環器・呼吸器病の専門病院として、高度先
端医療と救急医療を提供しているとともに、地域医療支援病院
として、地域の各医療機関と連携し地域医療の充実向上に一
定の役割を担っている。
・そうした一方、本県では、少子・高齢化により総人口は既に減
少局面にあるとともに、高齢者人口の増加が見込まれている。
このため、高齢者を中心に当センターの対象となる疾患の入
院需要も増加すると予想されており、当センターとしても医師体
制の充実を図る必要があると考えている。

・当センターの特徴は、チーム医療にあり、間質性肺炎センター、心
房細動センターや糖尿病サポートチームにより、院内各部門の枠を
超え、チーム医療により患者様に最適な治療を提供している。さら
に、医療者の育成や臨床研究にも力を入れており、将来の地域医
療を担う自治医大卒業生の配属先として、有効な場であると考えて
いる。
・また、受入れを希望している放射線科では、2016年に全身用X線
320列CT診断装置を、2018年には高精細CT診断装置を導入してい
る。

1403横浜南部 済生会横浜市南部病院 500
横浜市南部地域の医療提供体制を維持し続けていくために受
入れを希望します。

横浜市南部地域の基幹病院として31の診療科と約150名の常勤医
師を擁しており、日々高いレベルの医療を提供しつつ、また同様に
高い教育水準を維持しております。
　　一方、医師働き方改革の対応をはじめ（労働時間と自己研鑽の
区別、宿日直許可申請、当直明けの扱い）、他にも妊娠・子育て中
の医師の当直免除や短時間勤務制度等の制度が充実しておりま
す。パパ育休の取得率が対象者の50％以上いるなど、ライフステー
ジに合わせた専門研修を行うことができます。
　なお、当院は横浜市立大学からの派遣医師がほとんどなので、当
院を希望する医師については、同じ県内大学同士なので近しいリ
レーションシップを構築することが可能です。

1404川崎北部 帝京大学医学部附属溝口病院 400

　地域への貢献の意志がある意欲的な人材を受け入れること
により、各科の充実を図ることは、当院の理念である「地域に
ねざした高度で良質な医療を実践します。」に合致するため。

　大学病院として高度専門医療はもちろん、地域に密着しているた
め多くのコモンディジーズを経験することができます。各科、看護師
等の医療スタッフの連携やチームワークもよいです。
　また、ロボット手術を導入しており、泌尿器科は全国屈指の症例
数です。
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地域実践標準４年（専門研修を希望しない場合は７年間）

医療圏2 医療機関名 病床数 受入希望理由（病院説明事項） キャリア形成に係るメリット（病院説明事項）

1401横浜北部 昭和大学藤が丘病院 584

当院は1975年の開院から40年以上が経過し、耐震化や医療
の高度化に向けて再整備計画をすすめています。再整備にあ
たっては、2018年10月に昭和大学、横浜市、東急電鉄の三者
で「藤が丘駅周辺の新たなまちづくりの推進に関する協定」を
締結し、駅前施設・公園・病院が一体となったまちづくりに取り
組むことになりました。そのような状況下で今後ますます当院
に対する期待が高まることが予想され、その期待に応えるため
にもより多くの優れた医師を養成したいと考えているからです。

当院は大学附属病院としての高度な医療水準を保ちつつ、急性期
医療から難病、リハビリテーションまで様々な疾患を多数診療して
います。そのため多彩な症例を数多く経験することができます。大
学病院でありながらも各診療科間・各部門間の垣根が低く、コミュニ
ケーションがとりやすい環境の中で患者さん中心のチーム医療を実
践しています。

1401横浜北部 済生会横浜市東部病院 562

当院は横浜市東部地域の中核病院です。救命救急センター、
小児救急、参加救急などを行っています。症例数、指導医数も
十分であり、地域枠の医師を育成するのに協力させていただ
きたいと考えております。
当院はすべての診療科を有する病院であり、若い医師の経験
と研修に適すると考えます。
一方で病診連携や地域医療なども学ぶことができると考えま
す。

鶴見区、神奈川区の地域中核病院で、救命救急センター中心に24
時間365日応需のER型救急医療を提供しています。多数の症例を
経験することができ、若い医師の育成ができると考えています。

産　科：年間出産数1,319件と多くの出産を行っています。
小児科：24時間体制の診療を行っています。
外　科：手術件数5,383件と多くの手術を行っています。
麻酔科：手術件数が多く、心臓手術～日帰り手術まで多数症例が
あります。
内　科：プライマリケア、専門内科的疾患、内科救急など多数の症
例を研修できます。
救急科：ER型の救急で、1次～３次救急を行っています。外傷セン
ターも県内で認定されています。

1401横浜北部 菊名記念病院 218

　当院は横浜市方東部に位置する中規模病院で、地域に根ざ
した医療を行っています。神奈川県の地域医療へ直接寄与す
る医師の専門医取得といった要望にも応えたいと考えていま
す。医師にとって有益な仕組みを準備すると共に、多くの症例
を経験できるように体制を整えています。

　当院は、年間約 8,000 台の救急車の搬送を受け入れている横浜
市内でも有数の救急病院である。2010 年には地域医療支援病院
の承認を受け、より一層地域医療に力を入れている。 横浜市北部
医療圏の 2 次救急拠点病院として ER、循環器センター、脳卒中セ
ンターを備え、24時間体制で患者を受け入れ緊急手術にも対応し
ています。

（1）急性期病院で学ぶ救急医療： 当院は救急車搬入件数が年間
8,000台前後、1日の平均は20台前後となっている。急病と外傷の比
率は 7：3 となっており、その症状は軽症から重症までさまざまであ
る。病棟よりも迅速な対応と鑑別診断能力が求められるため、自分
で考えて進めていく力が身に付けられます。
（2）救急での幅広い経験： 長期にわたり継続して救急外来を経験
するため、週1回の救急当番制を行うことで、さまざまな症例を診る
事が出来ます。

1402横浜西部
公立大学法人 横浜市立大学附属
市民総合医療センター

726

1402横浜西部 横浜市立市民病院 650

2020年5月に新病院が開院するにあたり、多くの診療科で医師
の増員を希望しています。また、地域枠の先生は定着率が高
いと伺っており当院で意欲的に勤務していただけることを期待
しています。

当院は横浜市の基幹施設として急性期医療に積極的に取り組むと
ともに、救命救急センター、地域医療支援病院、地域がん診療連携
拠点病院、第一種感染症指定医療機関、国の地域周産期母子医
療センター、そして2019年４月からはがんゲノム医療連携病院に指
定されているなど、日常よく遭遇するcommon diseaseから高度な医
療を必要とする重症患者や難治性疾患まで十分な経験を積むこと
ができます。また各分野の専門医にコンサルテーションができ、直
接の指導を受けることが出来ます。
2020年5月には新病院が開院しますので、やる気のある先生方を
お待ちしています。ぜひ一緒に新病院で頑張りましょう。

1402横浜西部
社会福祉法人親善福祉協会　国
際親善総合病院

287
大学医局に派遣を依頼しているが充足されず欠員が生じてい
るため。
一部直接採用のみの科もあるが不充分。

二次救急病院としてcommon diseaseから緊急手術（外科、脳外科、
循環器、産科、透析等）を要する疾患まで幅広く扱っている。
緩和ケア病棟を有している。地域の医療機関と関係が密。

1402横浜西部 神奈川県立がんセンター 415

1403横浜南部
神奈川県立循環器呼吸器病セン
ター

239

・当センターは、循環器・呼吸器病の専門病院として、高度先
端医療と救急医療を提供しているとともに、地域医療支援病院
として、地域の各医療機関と連携し地域医療の充実向上に一
定の役割を担っている。
・そうした一方、本県では、少子・高齢化により総人口は既に減
少局面にあるとともに、高齢者人口の増加が見込まれている。
このため、高齢者を中心に当センターの対象となる疾患の入
院需要も増加すると予想されており、当センターとしても医師体
制の充実を図る必要があると考えている。

・当センターの特徴は、チーム医療にあり、間質性肺炎センター、心
房細動センターや糖尿病サポートチームにより、院内各部門の枠を
超え、チーム医療により患者様に最適な治療を提供している。さら
に、医療者の育成や臨床研究にも力を入れており、将来の地域医
療を担う自治医大卒業生の配属先として、有効な場であると考えて
いる。
・また、受入れを希望している放射線科では、2016年に全身用X線
320列CT診断装置を、2018年には高精細CT診断装置を導入してい
る。

1403横浜南部 済生会横浜市南部病院 500
横浜市南部地域の医療提供体制を維持し続けていくために受
入れを希望します。

横浜市南部地域の基幹病院として31の診療科と約150名の常勤医
師を擁しており、日々高いレベルの医療を提供しつつ、また同様に
高い教育水準を維持しております。
　　一方、医師働き方改革の対応をはじめ（労働時間と自己研鑽の
区別、宿日直許可申請、当直明けの扱い）、他にも妊娠・子育て中
の医師の当直免除や短時間勤務制度等の制度が充実しておりま
す。パパ育休の取得率が対象者の50％以上いるなど、ライフステー
ジに合わせた専門研修を行うことができます。
　なお、当院は横浜市立大学からの派遣医師がほとんどなので、当
院を希望する医師については、同じ県内大学同士なので近しいリ
レーションシップを構築することが可能です。

1404川崎北部 帝京大学医学部附属溝口病院 400

　地域への貢献の意志がある意欲的な人材を受け入れること
により、各科の充実を図ることは、当院の理念である「地域に
ねざした高度で良質な医療を実践します。」に合致するため。

　大学病院として高度専門医療はもちろん、地域に密着しているた
め多くのコモンディジーズを経験することができます。各科、看護師
等の医療スタッフの連携やチームワークもよいです。
　また、ロボット手術を導入しており、泌尿器科は全国屈指の症例
数です。

1405川崎南部 日本鋼管病院 395
診療体制強化のため。
地域に根付いた、長く勤務いただける医師を確保するため。

　当院は開設以来85年間に渡り川崎市川崎区で地域に根ざした運
営を続けている、急性期と地域包括ケア病棟からなる二次救急病
院です。
　内科は後期研修プロプラムを有し、専門医を目指す医師が切磋
琢磨しています。

1410相模原 北里大学病院 1140

○ 総合診療部指導医数は、1 名。総合診療内科指導医数
は2 名在籍している。（総合診療部）
○ 病院総合診療及び地域診療（在宅を含む）を含めた教
育指導体制があり、地域枠医師の希望があれば受け入れた
い。（総合診療部

○ 大学病院内科総合外来における外来研修を受けることがで
きる。（総合診療部）
○ 大学病院総合診療部と連携している在宅診療施設や、療養
病院での研修および漢方外来研修や緩和センターにおける研修
も可能。（総合診療部）

1406横須賀・三
浦

横須賀市立市民病院 482 放射線診断医、治療医とも不足しているため 地域医療の画像診断に力を入れている。

1407湘南東部 藤沢市民病院 536 ― ―

1407湘南東部
医療法人徳洲会 湘南藤沢徳洲会
病院

419

神奈川県湘南東部地域の地域医療を支える当院救急や感染
症チーム、およびそのバックアップとしての臨床はもちろん、県
下での臨床教育に意欲のある若手医師の採用を積
極的に行いたい。層の厚い当院の屋根瓦式教育は、次世代の
地域医療を担っていく若手～中堅医師のニーズに沿った良質
な研修/指導環境が提供できていると自負している。

当院では日常遭遇する疾病と障害等に対して適切な初期対応と必
要に応じた継続的な診療を全人的に提供するとともに、地域のニー
ズを踏まえた疾病の予防、介護、看とりなど保健・医療・介護・福祉
活動に取り組み絶えざる自己研鑚を重ねながら、地域で生活する
医師を生活する人々の命と健康に関わる幅広い問題について適切
に対応する医師を育成します。また辻堂駅すぐの立地で、敷地内に
は職員専用の保育園があります。

1408湘南西部 東海大学医学部付属病院 804
本院が属する神奈川県西部地域は県内でも相対的に医師不
足地域であり、将来に渡り、地域医療に貢献する医師の育成
と確保を図るため。

特定機能病院として高度医療を提供すると共に、神奈川県ドクター
ヘリを運用する高度救命救急センターを併設しています。また、総
合周産期母子医療センターや造血幹細胞移植地域拠点病院、地
域がん診療連携拠点病院として、専門的治療を行っています。

1408湘南西部 東海大学医学部付属大磯病院 312

1408湘南西部 秦野赤十字病院 320
脳神経外科、外科系の医師が増員となり手術件数等の増加が
見込まれるため

医師が増員となり、手術件数の増加が見込まれ、多くの症例を経
験できる

1409県央 厚木市立病院 347

　医師１人あたりの手術件数が多くなっており、医師の負担軽
減を図るため。（麻酔科）
　常勤医師の高齢化に伴い、新たな常勤医師の確保が急務で
あるため。（救急科）
　常勤の放射線治療医が不在のため。（放射線科）

　当院は県央地区の公立の基幹病院として、地域の医療機関との
連携を推進するとともに、急性期を中心とした二次医療の提供や、
専門性に基づく高度医療の強化に努めています。（地域医療支援
病院、感染症指定医療機関、県災害拠点病院、難病医療支援病
院、エイズ治療拠点病院、がん診療連携指定病院）

1411県西 小田原市立病院 417

　当院は、県西地域の基幹病院として、26の診療科を備え、急
性期、高度医療や救急　医療を担うとともに、地域周産期母子
医療センターとして小児、周産期救急、また、脳神経疾患、整
形外科疾患、外科疾患などあらゆる分野の急性期疾患に対応
しています。
　また、当院循環器センターでは急性冠症候群や心不全、不
整脈などの心臓疾患全般だけでなく、全身の血管に関わる診
断、治療を積極的に行っております。
　全国的な医師不足の中、当院でも医師の招聘に苦慮してお
り、今後も県西地域の基幹病院としての役割を担っていくため
には一人でも多くの医師を必要としていることから神奈川県
「地域枠医師」の受け入れを希望するものです。

　当院は地域の基幹病院として非常に幅広い症例を扱っています。
また、病病連携や　病診連携、診療科間の連携が密であり、「顔の
見える関係」で働ける強みがあります。
　当院で地域枠医師に勤務いただき地域医療に貢献していただくと
ともに、当院に勤務する多くの若手医師と互いに切磋琢磨しながら
一人でも多くの医師が地域医療に従事してもらえることを期待して
います。
　また、当院は、多くの診療科の指定研修施設として認定を受けて
おり、地域の基幹病院の立場から非常に幅広い症例を扱っている
ため、多くの若手医師を積極的に受け入れて地域医療に貢献でき
る医師の育成に力を入れています。また、診療科間の連携も密に
行われていることから診療しやすい勤務環境が整っています。
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